
        平 成 ２ １ 年 度 事 業 報 告 書 

 
       （平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで） 
 
   

Ⅰ 概 要 
 
 平成２１年度は、前年度に引き続き非収益事業と収益事業とを区分経理して、本部及び２０支部

において事業を実施してきたところである。 
 非収益事業としては、財団法人日本宝くじ協会の助成事業のほか、全国的な視点に立った活動と

して、環境省が主唱する環境月間・クリーンデーへの支援及び自然保護ボランティアへの支援や情

報誌の発行等を行った。 
 なお、基本財産には本年度２５万円を組み入れ、その結果、基本財産総額は、約８億６,９５５万

円となった。                     
 収益事業の収入はおよそ１１億６,６３６万円であり、実施した事業は、駐車場事業、公園施設管

理事業、美化清掃事業、特定業務受託事業、販売事業である。 
 これらの事業を実施するうえでの主な財源である駐車場事業収入は、事業収入のおよそ６７．７％

を占め、その総額はおよそ７億８,９９５万円であり、前年度に比べ２．５％の増加であった。 
 
 
 
    支部名     主な事業地    自然公園名         関係道県 

    知床支部    知床五湖     知床国立公園        北海道    
    川湯支部    摩周湖・硫黄山  阿寒国立公園         〃     
    阿寒湖支部   阿寒湖畔        〃           〃     
    支笏湖支部   支笏湖畔     支笏洞爺国立公園       〃     
    登別支部    地獄谷・大湯沼     〃           〃     
    昭和新山支部  昭和新山        〃           〃     
    大沼支部    大沼公園     大沼国定公園         〃 
    十和田支部   十和田湖畔    十和田八幡平国立公園    青森県    
    八幡平支部   八幡平・大沼      〃          岩手県・秋田県 
    浄土平支部   浄土平      磐梯朝日国立公園      福島県    
    日光支部    奥日光      日光国立公園        栃木県    
    草津支部    草津白根     上信越高原国立公園     群馬県    
    箱根支部    元箱根      富士箱根伊豆国立公園    神奈川県   
    上高地支部   上高地      中部山岳国立公園      長野県    
    鳥取支部      鳥取砂丘     山陰海岸国立公園      鳥取県    
                大山寺      大山隠岐国立公園       〃     
    鳴門支部    鳴門公園     瀬戸内海国立公園      徳島県    
    雲仙支部    雲仙公園     雲仙天草国立公園      長崎県    
    阿蘇支部    草千里・山上   阿蘇くじゅう国立公園    熊本県    
    えびの支部   えびの高原    霧島屋久国立公園      宮崎県    
    高千穂河原支部 高千穂河原       〃          鹿児島県   
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Ⅱ 非収益事業の部 

１．広報活動事業 

 広報活動事業は全国的な視野に立っての事業展開であり、次の事業を実施した。この財源は主に

基本財産の果実及び環境保全事業積立資産取崩収入である。 
 

① 財団ホームページの刷新と運用                      4,190,571 円 

② 情報誌「ﾊﾟｰｸｶﾞｲﾄﾞ」の作成                       12,481,367 円 

③ 生物多様性ブックカバーの作成                      2,968,676 円 

④ 野生動物写真コンテストの実施                      1,959,749 円 

⑤ 財団パンフレットの作成                                             833,070 円 

⑥ 新宿御苑「国立公園フェア」及び「スリーデーマーチ」への参加               384,016 円 

                                  総 額   22,817,449 円 

 
 

２．ボランティア支援事業 

 公益信託自然保護ボランティアファンドから助成金 7,000,000 円を受けて、各地の国立公園・国

定公園の保護や利用指導に活躍する自然保護ボランティア２７団体に活動費を助成し、その活動を

支援した。 
 これらの団体には、国立公園・国定公園の思想普及活動を行うものの他、海岸の漂着ゴミの回収、

オオハンゴンソウ等の帰化植物の駆除、シカによる高山植物食害対策、サンゴ群集を守るためのオ

ニヒトデの駆除、植生復元を行う団体などが含まれている。 
 
 

３．助成事業 

 支部事業地において独自の清掃活動を実施している団体に対して、 1,147,000 円の助成を行った。 

 
 

４．本四地域助成等事業 

 岡山県及び香川県地域（本四地域）において行われる環境保全、美化清掃、思想普及事業の活動

をしている７団体に対して、6,425,000 円の助成を行った。 
 
 

５．被助成固定資産取得事業 

 財団法人日本宝くじ協会から助成金 21,000,000 円を受け、鳥取県鳥取市の鳥取砂丘ジオパークセ

ンターにハイビジョン映像と地形模型による公園紹介展示を整備した。 
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Ⅲ 収益事業の部 
 

１．駐車場事業 

 (1) 駐車場事業の収入状況 

 駐車場事業は、自然公園法に基づいて公共駐車場等の管理を受託するなどにより、公園利用者か

ら「施設利用・環境整備協力費」を徴収し、公園の快適な利用の促進とリアルタイムの情報提供を

行う事業である。この事業による２０支部における徴収額は、総額 789,948,100 円で、前年度に比

べ、2.5％増加した。 
 なお、今年度当該駐車場を利用して「施設利用・環境整備協力費」を負担した自動車の台数は、

約 152 万台であり、前年度に比べ 8.2％の増加であった。その概算利用者数は、約 831 万人であっ

た。 

 

 (2) 駐車場事業の運営にかかる支出状況 

 前記の事業を展開するために、料金徴収と利用案内を担当する駐車場班職員を配置している。こ

の態勢を整える経費には、公共駐車場用地等の使用料、事故対応の各種保険料、職員の被服、利用

券印刷の費用などがあり、その総額は、179,898,954 円（賃金及び管理費を除く）であった。 

 
 
 

２．公園施設管理事業 

 (1) 公園施設管理事業の収入状況 

 公園施設管理事業は公園利用者に清潔で快適な公園環境を提供する事業であり、２０支部におい

て展開している。その財源の大部分は、前記駐車場事業収入であるが、この他にキャンプ場管理業

務に伴って受け入れる「清掃協力費」（９支部）、公衆トイレにおける「チップ」収入（２支部）等

があり、これらの収入金の総額は、46,079,107 円であった。 

 

 (2) 公園施設管理事業の運営にかかる支出状況 

 この事業に要した経費（賃金及び管理費を除く）は、総額 112,092,492 円であった。 

実施した内容は次のとおりである。 
 
  ① 公衆トイレの清掃管理 
  ② 園地、指導標及び案内板などの公園施設の補修や維持管理、簡易施設の設置 
  ③ ビジターセンターの維持管理事業 
  ④ 自然観察会、自然体験プログラム等の自然ふれあいの行事の実施 
  ⑤ 自然情報及び利用案内等のニュース誌やリーフレットの作成 
  ⑥ 自然探勝路におけるセルフガイドシステムの展開 
  ⑦ キャンプ場及び上高地公園活動ステーション（研修施設）の管理 
  ⑧ 駐車場やその周辺の除雪管理 
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３．美化清掃事業 

 (1) 美化清掃事業の収入状況 

 国立公園の美化清掃は、環境省、道・県、市町村、地元民間団体の４者が資金提供をして実施し

ており、当財団はこの４者に資金を上乗せして、美しい自然環境の保全に貢献している。 
 事業実施の方法は、当財団支部が４者から資金提供を受け自ら実施する方式と、既存の地元清掃

団体が資金を受け入れて実施する方式がある。 
 当財団が自ら実施する場合、環境省からの請負金、地方公共団体等からの清掃活動費補助金や負

担金を受けて美化清掃事業を実施しており、その総額は 28,528,370 円であった。 

 

 (2) 美化清掃事業の運営にかかる支出状況 

 美化清掃事業は、広大な清掃区域を自動車で巡回したり、園地や遊歩道を徒歩でパトロールする

ことにより、「散在ゴミ」を回収し、処分する仕事であることから、その経費の大部分は人件費（清

掃賃金科目）となっている。 
 この事業の財源としては、上記の美化清掃事業収入の他に駐車場事業収入を上乗せしており、そ

の事業費の総額は、86,234,323 円（管理費を除く）であった。 

 
  ① 環境省との「請負契約」と地元道県・市町村の「清掃活動補助金」制度に基づき、当財団

が事業を実施している次の１３事業地においては、請負・補助金等の収入 28,528,370 円に

駐車場事業収入 34,117,926 円を加え、合計 62,646,296 円で実施した。 

 

   知床支部、川湯支部、阿寒湖支部、支笏湖支部、登別支部、昭和新山支部、大沼支部 
   鳥取支部（２事業地）、鳴門支部、雲仙支部、えびの支部、高千穂河原支部 
 
 
  ② 地元清掃団体が事業を実施している次の８事業地においては、財団として 23,588,027 円

を負担した。 
 
   十和田支部、八幡平支部、浄土平支部、日光支部、草津支部、箱根支部、上高地支部、 
   阿蘇支部 
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４．特定業務受託事業 

 (1) 特定業務受託事業の収入状況 

 本部及び１９支部において、環境省・地方公共団体等からの特定公園施設の維持管理業務及び財

団の公園管理技術に基づく調査業務等の受託事業を行った。この受託事業の収入額は 198,951,609

円であった。 
 

 (2) 特定業務受託事業の運営にかかる支出状況 

 受託業務の実施に要した経費（賃金及び管理費を除く）は、19,854,090 円であった。 

 実施内容は次のとおりである。 
 
 ① ビジターセンター等の維持管理、自然ふれあい行事等の実施    （１４支部・２７件） 
   知床・川湯・阿寒湖・支笏湖・十和田・八幡平・浄土平・日光・箱根・上高地 
   鳥取（砂丘、大山）・雲仙・えびの・高千穂河原 
 ② 公衆トイレの清掃・維持管理                 （１２支部・１８件） 
   川湯・阿寒湖・支笏湖・十和田・八幡平・浄土平・日光・上高地・鳥取（砂丘） 
   鳴門・雲仙・高千穂河原 
 ③ 園地、歩道等の維持管理、園路や公共施設の除雪・排雪     （１４支部・２３件） 

 知床・川湯・支笏湖・登別・昭和新山・大沼・十和田・八幡平・日光 
鳥取（砂丘、大山）・鳴門・阿蘇・えびの・高千穂河原 

 ④ 財団職員の清掃団体等への出向、交通整理要員の配置       （５支部・８件） 
   浄土平・上高地・鳴門・雲仙・阿蘇 
 ⑤ グリーンワーカー事業等                       （９支部・２６件） 
   川湯・支笏湖・十和田・八幡平・日光・上高地・鳥取（砂丘）・えびの 

高千穂河原 
 ⑥ 国立公園内における調査業務等                  （本部及び３支部 
   本部・川湯・昭和新山・大沼                      ５件） 
 
 
 

５．販売事業 

 本部及び２０支部においては、ビジターセンターや財団支部事務所等の窓口で、「森の本屋さん」

の名称のもと、自然に親しむための参考図書や財団発行の情報誌を販売した。 
 一部の支部では利用者の便に供するため、ネイチャーグッズ、飲み物等の販売を行った。 
 これらの収入は 102,846,737 円であり、その経費（賃金及び管理費を除く）は 82,424,748 円で 

あった。 
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６．賃金及び管理費 

 (1) 賃 金 

 駐車場事業、公園施設管理事業、特定業務受託事業、販売事業にかかる賃金は 256,111,232 円

であった。 
 なお、本年度の就労人数は延べ約 32,067 人であった。 

 

 (2) 管理費  

 管理費(人件費及び事務費)は、450,718,060 円であった。（非収益事業分を含む） 

 
 
 

７．固定資産取得 

 情報提供施設の改良・新規取得等の固定資産の整備は、18,986,167 円であった。 
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